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［原著論文］ 

1.  Park SD（Arai K）, Markowitz J, Pettei T, Weinstein T, Sison CP, Swiss SR, Levine 

J.:Failure to Respond to Hepatitis B Vaccine in Children with Celiac Disease. 

J Pediatr Gastroenterol Nutr 2007;44:431-435 
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S, Shimizu N, Nakagawa A: Successful living-donor liver transplantation for 

Wilson’s  disease  with  hemophagocytic  syndrome. Transplantaion 

2007;84(8):1067-1069 

 

［総説］ 

1．  新井勝大： NSAIDs起因性胃粘膜障害． 小児内科 2007；39：427-430 

 

［学会発表］ 

1.  北里エリカ、松本務、高山ジョン一郎、田中藤樹、肥沼幸、新井勝大：遷延性黄疸を

契機に発見されたシトリン欠損の 1例．第 9回調布小児科医研修会，東京，2007.5.17  

2.  横山智至、森岡大介、福田晃也、笠原群生、本名敏郎、黒田達夫、新井勝大、肥沼幸、

中川聡、清水直樹、森鉄也、小林信一、中川温子：骨髄移植後の慢性肝 GVHDに対する

生体肝移植の一例．第 24回日本小児肝臓研究会，東京，2007.7.15 

3.  西亦繁雄、肥沼幸、新井勝大、中川温子、滝正志、横田伸司：生体肝移植にて救命し

えた PVB19感染を伴った劇症肝炎の一例．第 24回日本小児肝臓研究会，東京，2007.7.15 

4.  肥沼幸、西亦繁雄、新井勝大、笠原群生、森岡大介、福田晃也、横山智至、中川聡、

清水直樹、飯島一誠、亀井宏一、中川温子、松井陽：生体肝移植で救命しえた乳児劇

症肝不全 3例の検討．第 34回小児栄養消化器肝臓学会，宮城，2007.10.6 

5.  肥沼幸、西亦繁雄、新井勝大、田中藤樹、香坂隆夫：肝移植後に低血糖を認めた症例

を含む NICCD6例の検討．第 34 回小児栄養消化器肝臓学会，宮城，2007.10.6 

6.  新井勝大、肥沼幸、西亦繁雄、清水俊明：小児 IBD 症例におけるアザチオプリンの安

全性の検討．第 34回小児栄養消化器肝臓学会，宮城，2007.10.6 

7.  西亦繁雄、肥沼幸、新井勝大：国立成育医療センターにおける過去一年間にクローン

病と診断しえた 8例．第 34回小児栄養消化器肝臓学会，宮城，2007.10.6 

8.  福家辰樹、野村伊知郎、中谷夏織、大石拓、佐塚京子、後町法子、萬木晋、斎藤暁美、

明石真幸、渡辺博子、成田雅美、須田友子、大矢幸弘、赤澤晃、新井勝大、伊藤直樹、

伊藤裕司：新生児アレルギー性腸炎 2例における大腸内視鏡及び粘膜組織所見の検討．



第 57回日本アレルギー学会秋季学術大会，神奈川，2007.11.1 

9.  横山智至、福田晃也、森岡大介、笠原群生、新井勝大、肥沼幸、西亦繁雄、中川聡、

清水直樹、中川温子：当院における小児劇症肝不全に対する生体肝移植．第 37回武蔵

野小児肝臓病懇話会，東京，2007.12.4 

10. 野村伊知郎、福家辰樹、中谷夏織、大石拓、佐塚京子、後町法子、斎藤暁美、明石真

幸、成田雅美、須田友子、赤澤晃、大矢幸弘、伊藤直樹、伊藤裕司、新井勝大：非 IgE

性乳児ミルクアレルギー 新生児、乳児期の IgE 非依存型消化管アレルギー、10 名の

検討と診断治療指針について．第 44回日本小児アレルギー学会総会，愛知，2007.12.8 

11. 西亦繁雄、新井勝大、肥沼幸、西小森隆太：発熱を伴わない周期性腹痛を主訴とした

家族性地中海熱の 1女児例．第 4回東京小児感染免疫懇話会，東京，2008.2.14 

12. 西亦繁雄、肥沼幸、新井勝大、中川温子、伊藤玲子：難治性偽膜性腸炎を呈した 1 乳

児例．第 4回日本小児消化管感染症研究会，東京，2008.2.16 

13. 新井勝大、西亦繁雄、肥沼幸、伊藤玲子、鋤柄小百合：メサラジンによる薬剤性膵炎

と考えられた炎症性腸疾患の 2小児例．第 8回日本小児 IBD研究会，東京，2008.2.17 

 

 

循環器科 

 

［学会発表］ 

1.  Ki-Sung Kim, Takayoshi Isoda, Miki Noya, Taiyu Hayashi, Yoshihiko Eryu, Takahiro 

Shindo, Masahide Kaneko “ Balloon Angioplasty for Juxtaductal Pulmonary 

Coarctation via Arteriopulmonary Shunt “  Pediatric Interventional Cardiac 

Symposium, 2007.7, Las Vegas, NV, USA 

2.  金 基成、磯田 貴義、林 泰佑、江竜 喜彦、進藤 考洋、金子 正英. 「ＢＴシ

ャント急性血栓性閉塞に対するバルーン再開通術の経験」. 第 19 回日本 Pediatric 

Interventional Cardiology 研究会．2008.1 横浜 

3.  林泰佑、金子正英、江竜喜彦、進藤考洋、金基成、磯田貴義、伊藤裕司、左合治彦 「当

院で経験した先天性完全房室ブロックの 8 例」 第 14 回日本胎児心臓病研究会  2008

年 2月 9日（東京） 

4.  江竜 喜彦、磯田 貴義、進藤 考洋、横山 昌一郎、金 基成、金子 正英、石沢 

瞭.大動脈縮窄症術後にイソプロテノール負荷により血圧差を生じる症例への治療介

入は必要か？バルーン血管形成術を施行した3例の経験 第43回日本小児循環器学

会・学術集会、東京、2007.7.5  

5.  江竜 喜彦、磯田 貴義、進藤 考洋、横山 昌一郎、金 基成、金子 正英、石沢 

瞭、関口 昭彦.Fontan手術１年後に蛋白漏出性胃腸症が発症し、ペースメーカ植込み



術によって改善がみられた徐脈性接合部調律を伴った多脾症候群の１例、第43回日本

小児循環器学会・学術集会、東京、2007.7.5  

6.  金子正英、江竜喜彦、進藤考洋、横山晶一郎、金基成、磯田貴義、石澤瞭、小泉沢、

内山健太郎、松本務． 拡張型心筋症にて死亡した Vici症候群の一例第 110回日本小

児科学会学術集会、京都 2007 

7.  金子正英、林泰佑、江竜喜彦、進藤考洋、金基成、磯田貴義． 急性鉄中毒による心

室頻拍に対して静注アミオダロンが有効だった一例 第 12 回日本小児心電学研究会、

大阪 2007 

8.  金子正英、林泰佑、江竜喜彦、進藤考洋、金基成、磯田貴義． 動脈管開存症コイル

塞栓時にコイルとファイバーが絡み開心術にて回収した一例 第 19 回日本 Pediatric 

Interventional Cardiology研究会、横浜 2008 年 

9.  金子正英 キャリーオーバー患者の問題 ～先天性心疾患患者の場合～ 成育看護専

門研修「成人看護コース」キャリーオーバーに関するパネルディスカッション、2008

年、国立成育医療センター 

 

［総説］ 

1.  金 基成 「ファロー四徴症」（小児科診療ガイドライン―最新の治療指針―、五十嵐 

隆編集、総合医学社、2007年 4月 19日発行） 

2.  磯田 貴義 「動脈管開存症」（小児科診療ガイドライン―最新の治療指針―、五十嵐 

隆編集、総合医学社、2007年 4月 19日発行） 

3.  金子正英 図説臨床看護医学 DVD版「小児」 ５章 疾患／③循環器疾患「心不全」、

「不整脈」 2007 年 

4.  磯田貴義、金子正英 成育医療研究委託費１７公-５ 

「肺血流量増加型先天性心疾患に対する低酸素濃度ガス吸入療法の効果と安全性に関

する基礎的・臨床的研究 分担研究報告書 「低酸素ガス吸入療法の効果判定のため

の評価法に関する研究」2008 年 

 

 

呼吸器科 

 

［原著論文］ 

1.  海老名俊亮，川崎一輝，菊池信太郎，中野孝子，遠藤美紀，樋口昌孝，松本展明： 急

速に無気肺をきたした気管支異物の１例. 日小児呼吸器会誌． 2007；18：4-6 

2.  川崎一輝，遠藤美紀： 肺葉性肺気腫を呈した左気管気管支の 1 例． 日小児呼吸器

会誌． 2008；18：123-126 

 



［総説］ 

1.  川崎一輝： 呼吸困難．これだけは知っておきたい小児ケアＱ＆Ａ． ナーシングケ

アＱ＆Ａ 2007；16：68-69 

2.  川崎一輝： 小児科気道感染症の胸部卖純Ｘ線写真の読み方． こどもの感染症の診

かた 2007；6：9-10 

3.  川崎一輝： BCG・ツベルクリン検査．予防接種Ｑ＆Ａ． 小児内科 2007；39：

1621-1622,1623 

4.  川崎一輝，鵜野裕一，小暮裕之： 気道異物． 明解画像診断の手引き 2007；69：

1-12 

5.  樋口昌孝：  小児の睡眠時無呼吸症候群の概念・分類・診断． 小児内科 2008；

40：93-95 

 

［著書］ 

1.  川崎一輝： 先天性喘鳴．小児科診療ガイドライン． 総合医学社， 2007；1-3 

2.  遠藤美紀，川崎一輝： 喘鳴．保護者に伝えたいこどもの病気・検査のポイント 100 

中外医学社， 2007；30-32 

 

［学会発表］ 

1.  川崎一輝： 小児呼吸器の画像診断（分野別シンポジウム）． 第 110回日本小児科学

会学術集会， 京都， 2007.4.21 

2.  川崎一輝： 小児の肺炎．明解画像診断の手引き（教育セミナー）． 第 110回日本小

児科学会学術集会， 京都， 2007.4.21 

3.  菊池信太郎，遠藤美紀，樋口昌孝，川崎一輝： 乳児のびまん性肺疾患における血清

KL-6値の意義． 第 110回日本小児科学会学術集会， 京都， 2007.4.21 

4.  遠藤美紀，菊池信太郎，樋口昌孝，川崎一輝： 当科で経験する遷延性咳嗽の実態． 

第 110回日本小児科学会学術集会， 京都， 2007.4.21 

5.  遠藤美紀，菊池信太郎，樋口昌孝，川崎一輝： 肺静脈還流異常を伴う先天性気管支

閉鎖の 3例． 第 43回日本小児放射線学会， 東京， 2007.6.15 

6.  川崎一輝，遠藤美紀，菊池信太郎，樋口昌孝： 舌根嚢胞の自然経過． 第 2回日本

小児耳鼻咽喉科学会， 仙台， 2007.6.24 

7.  川崎一輝： 小児呼吸器疾患の画像診断（特別講演）． 第 111回日本小児科学会栃木

県地方会， 足利， 2007.7.22 

8.  川崎一輝： 嚢胞性肺疾患の診断上の問題点（特別講演）． 第 27回日本小児病理研

究会， 東京， 2007.9.8 

9.  Kikuchi S, Kawasaki K, Endo M, Higuchi M: Are prenatally recognized cystic lung 

lesions directly connected with normal bronchial trees? European Respiratory 



Society’s Annual Congress 2007, Stockholm, 2007.9.17 

10. 川崎一輝： 小児呼吸器疾患の画像診断（特別講演）． 第 112回日本小児科学会甲信

地方会， 甲府， 2007.11.11 

11. 川崎一輝： 嚢胞性肺疾患の診断プロセスーどの時期にどこまで検査するか？—嚢胞性

肺疾患の手術適応と手術時期（合同ワークショップ）． 第 40回日本小児呼吸器疾患

学会， 大阪， 2007.11.17 

12. 菊池信太郎，中野孝子，遠藤美紀，樋口昌孝，川崎一輝： 好酸球性肺炎と気管支喘

息の鑑別に難渋した 1例． 第 40回日本小児呼吸器疾患学会， 大阪， 2007.11.17 

13. 菊池信太郎，中野孝子，遠藤美紀，樋口昌孝，川崎一輝，黒田達夫，本名敏郎，松岡

健太郎，中川温子： 胎児期に発見され，待期的に手術した嚢胞性肺疾患の診断． 第

40回日本小児呼吸器疾患学会， 大阪， 2007.11.17 

14. 中野孝子，遠藤美紀，菊池信太郎，樋口昌孝，川崎一輝，黒田達夫，本名敏郎，松岡

健太郎，中川温子： 反復する呼気性喘鳴を主訴とした嚢胞性肺疾患の 4例． 第 40

回日本小児呼吸器疾患学会， 大阪， 2007.11.17 

15. 遠藤美紀，中野孝子，菊池信太郎，樋口昌孝，川崎一輝，黒田達夫，本名敏郎，松岡

健太郎，中川温子： 肺炎を契機に診断された嚢胞性肺疾患は先天性か？ 第 40回日

本小児呼吸器疾患学会， 大阪， 2007.11.17 

16. 中野孝子，遠藤美紀，菊池信太郎，樋口昌孝，川崎一輝，黒田達夫，森 治郎： 興

味ある所見を呈した肺葉外肺分画症の 1例． 第 40回日本小児呼吸器疾患学会， 大

阪， 2007.11.17 

17. 長谷川久弥，川崎一輝，井上壽茂，梅原 実，高瀬真人： 先天性中枢性肺胞低換気

症候群（オンディーヌの呪い）の全国アンケート調査（宿題報告）． 第 40回日本小

児呼吸器疾患学会， 大阪， 2007.11.18 

18. 梅原 実，長谷川久弥，川崎一輝，井上壽茂，高瀬真人： 特発性肺ヘモジデローシ

スの全国アンケート調査（宿題報告）． 第 40回日本小児呼吸器疾患学会， 大阪， 

2007.11.18 

19. 遠藤美紀，中野孝子，菊池信太郎，樋口昌孝，川崎一輝，堤 義之，野坂俊介，今井

丈英： 原発性気管支動脈蔓状血管腫と診断した 1例． 第 40回日本小児呼吸器疾患

学会， 大阪， 2007.11.18 

20. 樋口昌孝，中野孝子，遠藤美紀，菊池信太郎，川崎一輝： 左肺静脈閉鎖の 3例． 第

40回日本小児呼吸器疾患学会， 大阪， 2007.11.18 

21. 川崎一輝： 呼吸器感染症の画像診断（ランチョンセミナー）． 第 32回東日本小児

科学会， 東京， 2007.11.23 

22. 川崎一輝，遠藤美紀，菊池信太郎，川崎一輝： 呼吸器科からみた小児の慢性咳嗽．

小児慢性咳嗽の診断と治療における問題点（シンポジウム）． 第 44回日本小児アレ

ルギー学会， 名古屋， 2007.12.9 



アレルギー科 

 

[原著論文]  

1.  Umehara K, Ohya Y, Kawakami N, Tsutsumi T, Fujimura M: Association of work-related 

factors with psychosocial job stressors and psychosomatic symptoms among Japanese 

pediatrians. J Occup Health 2007; 49: 467-481. 

2.  Miyamoto S, Miyake Y, Sasaki S, Tanaka K, Ohya Y, Matsunaga I, Yoshida T, Oda 

H, Ishiko O, Hirota Y; Osaka Maternal and Child Health Study Group. Fat and fish 

intake and asthma in Japanese women: baseline data from the Osaka Maternal and 

Child Health Study. Int J Tuberc Lung Dis. 2007 Jan;11(1):103-9. 

3.  Miyake Y, Ohya Y, Tanaka K, Yokoyama T, Sasaki S, Fukushima W, Ohfuji S, Saito 

K, Kiyohara C, Hirota Y; Osaka Maternal and Child Health Study Group. Home 

environment and suspected atopic eczema in Japanese infants: the Osaka Maternal 

and Child Health Study. Pediatr Allergy Immunol. 18:425-32. 2007 

4.  Miyake Y, Arakawa M, Tanaka K, Sasaki S, Ohya Y. Cross-sectional study of allergic 

disorders associated with breastfeeding in Japan: the Ryukyus Child Health Study. 

Pediatr Allergy Immunol. 2007 Aug;18(5):433-40.  

5.  Miyake Y, Sasaki S, Tanaka K, Ohya Y, Miyamoto S, Matsunaga I, Yoshida T, Hirota 

Y, Oda H; Osaka Maternal and Child Health Study Group. Fish and fat intake and 

prevalence of allergic rhinitis in Japanese females: the Osaka Maternal and Child 

Health Study. J Am Coll Nutr. 2007 Jun;26(3):279-87.  

6.  Orihara K, Narita M, Tobe T, Akasawa A, Ohya Y, Matsumoto K, Saito H.Circulating 

Foxp3+CD4+ cell numbers in atopic patients and healthy control subjects. J Allergy 

Clin Immunol. 120:960-2. 2007 

7.  Umehara K, Ohya Y, Kawakami N, Tsutumi A, Fujimura M  Association of work-related 

factors with psychosocial job stressors and psychosomatic symptons among Japanese 

pediatricians. J Occup Health 49:467-481, 2007.  

8.  Tanaka K, Miyake Y, Arakawa M, Sasaki S, Ohya Y. Prevalence of asthma and wheeze 

in relation to passive smoking in Japanese children. Ann Epidemiol. 17:1004-10. 

2007 

9.  Miyake Y, Arakawa M, Tanaka K, Sasaki S, Ohya Y. Tuberculin reactivity and allergic 

disorders in schoolchildren, Okinawa, Japan. Clin Exp Allergy. 2008; 38: 486-92. 

10. Yoshida K, Sakurai Y, Kawahara S, Takeda T, Ishikawa T, Murakami T, Yoshioka A: 

Anaphylaxis to polyvinylpyrrolidone in povidone-iodine for impetigo contagiosum 

in a boy with atopic dermatitis. Int Arch Allergy Immunol. 2008;146(2):169-73. 

11. 吉田俊明 松永一朗 織田肇 三宅吉博 佐々木敏 大矢幸弘 宮本正一 廣田良夫 
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資料：2007 年 4 月－2008 年 3 月 血液浄化症例数 

 

  ＨＤ 血漿亣換 

白血球除

去 

腹水濃

縮 

急性血液浄

化 合計 

2007 年 4月 53 0 0 0 79 132 

5月 41 0 2 0 34 77 

6月 40 3 3 1 45 92 

7月 44 9 0 0 23 76 

8月 31 0 0 0 0 31 

9月 39 0 0 0 0 39 

10月 37 3 0 0 4 44 

11月 37 0 4 0 15 56 

12月 37 2 4 0 30 73 

2008 年 1月 39 0 3 0 2 44 

2月 39 3 8 0 10 60 

3月 40 13 1 0 12 66 

合計 477 33 25 1 254 790 
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